高エネルギー加速器研究機構大型シミュレーション研究成果報告書の

作成について

２００４年３月２６日

平成１５年度の研究成果について、

(1) 以下の書式による「研究成果報告書」

(2) 自由様式による「実施報告書」

(3) 論文別刷

を送付願います。Webで公開することを検討しており、(1),(2)については

別途ファイルにて送付願います。
(1)「研究成果報告書」(wordファイル)

・当該年度の研究成果の概要を和文と英文で記入して下さい。

・研究成果をホームページで公開している場合は、アドレスを記入して下さい。

・ 研究成果の公表につきましては、研究発表件数、査読付きの学術論文数、国際会議等のプロシーディング論文数、その他（紀要、投稿中の論文）の数にわけて記入して下さい。

(2)「実施報告書」(ファイルの形式は特に問いません)
特に、様式は問いませんが、Ａ４判縦用紙に横書きで次の事項をご記入願います。

1 研究組織

2 当該年度の実施報告の詳細

3 口頭研究発表、発表論文（査読）、国際会議等のプロシーディング論文、その他投稿

中の論文等のリスト

　　(3) 論文別刷

　　　　電子ジャーナルおよび電子プレプリントの印刷物でも可

なお、これらの資料は大型シミュレーション審査委員会等での参考資料となります。

また報告書の提出がない場合には、現在の利用について一時停止することもあります

ので、ご注意ください。

郵送先

〒305-0801　茨城県つくば市大穂１－１
高エネルギー加速器研究機構
国際研究協力部 研究協力課 共同利用第一係　　　0298-64-5126
　　ファイルの送り先

　　   松古栄夫

　　　　hideo.matsufuru@kek.jp

締め切り平成１６年５月２１日（金）
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　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
　Abstract
（和文）標準理論の検証のために小林益川行列要素を決定するには格子QCDによるハドロン遷移確率の計算が必要である。しかし、従来の方法による格子QCD計算には重いクォークおよびカイラル外挿にともなう系統誤差があり、遷移行列の理論的不定性の原因となっている。そのため新しい手法が必要となっている。
[等方格子の研究]昨年にひきつづき非等方格子のO(a)改良にむけ、残されたスピン磁場項の係数cBの決定方法について研究した。まず、自己双対な背景場のもとでのPCAC関係式による方法と定常的なカラー磁場の背景中でのPCAC関係式によるcBの決定方法を研究した。前者は決定は可能であるが、系統誤差の問題がある。後者は今年度考案した定式化を元に数値計算を実行中である。
[トポロジーを保存するゲージ作用の研究]カイラル対称性をもつDomain-Wallフェルミオンにトポロジーを保存するべくAdmissibility 条件を自動的に満す作用を用いたシミュレーションの新しい方法を提唱し、真空凝縮を2次元のmassive Schwinger 模型において調べた。現在 、この作用をQCDに拡張し、基礎パラメータの測定を行っている。

[その他]Scrabbit Collaborationとの協力体制で、ペンタクォークの研究を行った。Wilsonフェルミオンを用いて2x2の相関関数行列から基底状態および第一励起状態を引き出し体積依存性を調べた。 

（英文）

Computation of the hadron matrix element with lattice QCD is a requisite for the test of the standard model . 
However, conventional method suffers from systematic errors from the heavy quark and the chiral extrapolation, 

so that new methods are needed for the precision computation.

[Anisotropic lattice] Following last years, we studied the nonperturbative matching of O(a) parameter cB in anisotropic lattice via PCAC relation under self-dual fields and constant magnetic fields. We found that the former 

method can determine cB with sufficient accuracy. We have devised the method to implement the latter idea and 

some numerical tests were carried out.
[Topology conserving action] We have studied the topology conserving action with Domain-wall fermion and carried out a study of chiral condensation with Schwinger model. The study of the topology conserving action for  QCD are underway.
[Others] We have also studied the penta quark. Using Wilson fermions we extracted the ground and 1st excited states in the penta quark channel and studied the volume dependence.
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